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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第１四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第１四半期 12,296 3.2 302 6.8 373 10.3 255 13.3

29年３月期第１四半期 11,917 1.5 282 21.2 338 14.4 225 17.4
(注) 包括利益 30年３月期第１四半期 280百万円( 2.6％) 29年３月期第１四半期 273百万円( 32.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第１四半期 28.56 ―

29年３月期第１四半期 25.19 ―
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第１四半期 30,641 21,311 69.6

29年３月期 30,294 21,165 69.9
(参考) 自己資本 30年３月期第１四半期 21,311百万円 29年３月期 21,165百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

30年３月期 ―

30年３月期(予想) 15.00 ― 15.00 30.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 24,350 1.5 605 △7.3 713 △4.7 480 △3.7 53.69

通期 49,450 1.9 1,320 △3.9 1,510 △4.8 1,090 13.0 121.91
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項
　

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期１Ｑ 9,152,640株 29年３月期 9,152,640株

② 期末自己株式数 30年３月期１Ｑ 211,657株 29年３月期 211,657株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期１Ｑ 8,940,983株 29年３月期１Ｑ 8,941,196株
　

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た
っての注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想な
どの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、政府・日銀による継続的な経済・金融政策の効果もあり、

企業収益や雇用環境の改善が進み、総じて景気は緩やかな回復基調で推移しております。一方で、米国の政策運

営や欧州の政治情勢等の影響、地政学リスクの高まりなど、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループが属する食品業界では、企業収益の回復により雇用・所得環境に改善が見られるものの、家計の

可処分所得の伸び悩みや将来に対する不安感から、消費者の節約志向、低価格志向は依然として根強く、環境は

引き続き厳しいものと認識しております。

このような経営環境のもと当社グループは、お客様が商売を行っている環境の変化を的確に捉えるためには、

全社員がお客様と同じ目線で共に考え・行動し「現場と現実を直視する」ことが重要であると認識しております。

お客様の本質的な課題を追求して、具体的な対策・施策を提案する事は、今年度の経営方針であります「お客様

の商売繁盛に貢献する」に繋がるものと考えております。そのために、当社の強みである業種別の専門性を追求

し、更には業種の枠を越えた総合力で支援して、お客様の期待に真剣に応えてまいります。

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、新規お客様の獲得や付加価値の高い「ＪＦＳＡ」ブランド

を初めとして、提案商品の見直しを行った事により納品アイテムの増加に繋がり、業績は堅調に推移いたしまし

た。

この結果、売上高は122億96百万円(前年同四半期比3.2％増)、営業利益は3億2百万円(同6.8％増)、経常利益は

3億73百万円(同10.3％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は2億55百万円(同13.3％増)となりました。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

卸売業部門におきましては、東北各県及び北関東エリアの新規お客様の開拓、既存お客様への更なる深耕を行

うために、業種、業態の枠を越えた人手不足対策商品、省力化商品の提案会を地域毎に開催するなど、総合力で

営業活動に取り組んでおります。商品開発におきましては「ＪＦＳＡ」ブランドを中心に人手不足対策商品、省

力化商品とあわせて、お客様の現場で必ず使用される基本商品の品揃えの強化に取り組み、同業者との差別化戦

略に重点を置いた商品の提供に努めてまいりました。

この結果、売上高108億49百万円(前年同四半期比3.1％増)、セグメント利益(営業利益)は3億69百万円(同2.4％

減)となりました。

小売業部門におきましては、主要顧客であります中小飲食店様の商売繁盛へ貢献するために、宮城、岩手、福

島地区の各店舗において展示即売会を開催し、仕入利便性向上に役立つ商品の提案を実施いたしました。また、

卸売業部門と連携し、「ＪＦＳＡ」ブランドを初めとして、付加価値の高い商品の販促と専門性の高い品揃えの

充実を図り、新規お客様の獲得に注力いたしました。これらの諸施策により主要顧客であります中小飲食店会員

様の来店数、客単価共に増加し、既存店における会員様に対する売上高は前年同四半期比で4.4％増加いたしまし

た。

この結果、前期に出店した会津若松店の影響もあり、売上高14億46百万円(前年同四半期比4.0％増)、セグメン

ト利益(営業利益)は76百万円(同28.8％増)となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ3億46百万円増加し、306億41百万円となり

ました。これは主に、有価証券の増加によるものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末と比べ2億円増加し、93億29百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金

並びに賞与引当金の増加によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比べ1億46百万円増加し、213億11百万円となりました。これは主に、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上によるものであります。

この結果、自己資本比率は69.6％(前連結会計年度末69.9％)となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成29年５月12日の「平成29年３月期 決算短信」で公表いたしました第２四

半期連結累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,096,027 1,017,878

受取手形及び売掛金 5,493,506 5,645,568

有価証券 7,800,000 8,250,765

商品 2,276,653 2,232,260

その他 563,896 451,821

貸倒引当金 △2,557 △1,906

流動資産合計 17,227,526 17,596,388

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,531,952 1,511,344

土地 3,594,624 3,594,624

その他（純額） 352,222 342,064

有形固定資産合計 5,478,799 5,448,034

無形固定資産 71,287 69,166

投資その他の資産

投資有価証券 6,154,805 6,185,467

その他 1,368,279 1,350,649

貸倒引当金 △5,884 △8,328

投資その他の資産合計 7,517,200 7,527,788

固定資産合計 13,067,287 13,044,989

資産合計 30,294,814 30,641,378

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,956,751 7,105,591

短期借入金 595,000 563,000

未払法人税等 274,300 163,700

賞与引当金 307,582 497,277

その他 705,837 741,571

流動負債合計 8,839,470 9,071,139

固定負債

役員退職慰労引当金 209,178 175,719

退職給付に係る負債 26,608 28,337

資産除去債務 32,212 32,240

その他 22,130 22,422

固定負債合計 290,129 258,719

負債合計 9,129,600 9,329,859
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,405,800 1,405,800

資本剰余金 1,441,717 1,441,717

利益剰余金 18,448,432 18,569,637

自己株式 △188,212 △188,212

株主資本合計 21,107,736 21,228,942

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 82,790 102,878

退職給付に係る調整累計額 △25,312 △20,301

その他の包括利益累計額合計 57,477 82,576

純資産合計 21,165,214 21,311,519

負債純資産合計 30,294,814 30,641,378
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 11,917,087 12,296,806

売上原価 9,795,417 10,117,409

売上総利益 2,121,670 2,179,397

販売費及び一般管理費 1,838,743 1,877,307

営業利益 282,927 302,089

営業外収益

受取利息 30,835 32,777

受取配当金 4,036 17,977

持分法による投資利益 7,740 6,589

受取賃貸料 13,275 12,553

その他 3,909 5,554

営業外収益合計 59,796 75,451

営業外費用

支払利息 651 512

賃貸収入原価 3,091 3,030

営業外費用合計 3,742 3,543

経常利益 338,981 373,998

特別利益

固定資産売却益 153 －

特別利益合計 153 －

特別損失

固定資産除却損 3,939 569

特別損失合計 3,939 569

税金等調整前四半期純利益 335,195 373,428

法人税、住民税及び事業税 168,067 163,130

法人税等調整額 △58,137 △45,022

法人税等合計 109,929 118,107

四半期純利益 225,265 255,320

親会社株主に帰属する四半期純利益 225,265 255,320
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 225,265 255,320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 42,870 20,088

退職給付に係る調整額 5,047 5,010

その他の包括利益合計 47,918 25,099

四半期包括利益 273,183 280,419

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 273,183 280,419

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 10,525,572 1,391,515 11,917,087 ― 11,917,087

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,525,572 1,391,515 11,917,087 ― 11,917,087

セグメント利益 378,243 59,032 437,276 △154,348 282,927

(注) １．セグメント利益の調整額△154,348千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２卸売業部門 小売業部門

売上高

外部顧客への売上高 10,849,882 1,446,924 12,296,806 ― 12,296,806

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 10,849,882 1,446,924 12,296,806 ― 12,296,806

セグメント利益 369,122 76,028 445,150 △143,060 302,089

(注) １．セグメント利益の調整額△143,060千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない総務・経理部門等の管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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